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日常的に手洗いして 「ノロウィルス」  朝倉健一 

 

 毎年寒い時期になると、ノロウィルスによる胃腸炎や食中毒が流行します。学校や施設

などの集団食中毒の原因になることもあります。今回はノロウィルスについて紹介します。 

 ノロウィルスによる胃腸炎は手指や食品などを介してウィルスが口の中を通ることで感

染し、その結果嘔吐や下痢などを起こします。例えばカキやホタテなどの二枚貝からの感

染がよく知られています。貝類は大量の海水を取り込む際にウィルスも内臓部分に凝縮さ

れるため、それらを人間が生で食べることによって感染してしまいます。また、下痢などの

症状がある人の排せつ物に触ったりして、その手から口に入ったウィルスは、胃酸の中で

も勢力を弱めることなく腸に入り込みます。そこでもウィルスが増殖して炎症が起きるの

です。 

 感染力が大変強く、わずか数十個のウィルスでも感染してしまいます。 

24 時間から 48 時間後には症状が出るので、周りに下痢などの症状がある人がいた場合は、

翌日には発症するということになります。 

 発症当日の激しい下痢や嘔吐が特徴ですが、翌日ごろから徐々に症状が軽快します。３

日目にはやわらかい食事なども取れるようになるでしょう。しかし、高齢者などは脱水に

より体力が低下し、重症化することもあります。スポーツドリンクなど水分を取れるよう

であれば自宅での静養も可能ですが、何も摂取できない場合は速やかに医療機関を受診し

てください。なお、下痢は無理に止めると炎症が長引くこともあるので注意が必要です。 

 症状が現れた場合は５日間ほど自宅で安静にしてから登校や出社をするのが望ましいで

しょう。また症状が軽快しても、体内に残っているウィルスが１週間から１カ月程度にわ

たって便から排せつされます。周囲の人はそのことを念頭においた上で対処してください。 

 ノロウィルス対策としてまずは日常から十分に手洗いをしましょう。せっけんを使って

流水で洗い流します。ウィルスは乾燥すると空中に舞い上がり、それが口に入ることで感

染する場合もあるので、自宅でも密閉した部屋ではマスクをした方が良いかと思います。 

 トイレ回りなどの掃除は塩素系漂白剤を薄めた液体に浸した布で拭きましょう。アルコ

ール消毒は効果が不十分です。このウィルスは熱に弱いので食器などは 85 度以上の熱湯消

毒を 1 分以上行うことが大切です。食材も十分加熱調理するといいでしょう。 
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